
　　　　　　4つの高齢者居住施設における食堂での入居者及びスタッフの

　　 　 　　　　 　　　　行為と介護の違いに関する事例研究

　　　 　 　 　 　　　石井研究室　　佐藤万里子

　　　　

1　研究の背景と目的　

　現在、様々な種別・形態の高齢者居住施設が存在し

ている。入居者の身体的な状況の違い、介護度の違い

はあるが、施設間でみられる生活の形やその質の相違

は大きいものがある。

　本研究では、４つの異なる高齢者居住施設を対象

に、入居者の生活の中で大きな意味を持つ行為として

「食事」をとりあげ、そのあり方やその環境から４つの

施設を比較することで、高齢者居住施設のあり方を考

える基礎的な資料を得ることを目的としている。

2　調査方法

　4つの調査対象施設において、入居者及びスタッフの食

事にかかわる行為場面について連続的に観察し、10分

毎に（特徴的な場面についてはその都度）その場面を

詳細に記録をとった。食事行為の内容、他入居者やス

タッフとの関わり等を人物を特定せずに平面図上に記

入するることで、施設環境や、入居者、スタッフへの

影響を分析・考察した。

3　調査対象施設の概要と食事の形

　４つの施設を調査対象として選定した（表 1）。特別

養護老人ホームの「従来型」では大食堂で食事をとる。

食事は厨房で作られ、配膳車によって運ばれてくる。

食事の時間前になるとスタッフの誘導により、または

自ら食堂に集まる。その後食堂内では、食事の介助を

受ける人、介助を待っている人、食堂に連れて来られ

ている人が食堂内に混在し、食堂内はあわただしい雰

囲気となる。スタッフの都合により入居者が食事の時

間を過ごしている。

　特別養護老人ホームの「ユニットケア」は10名の生

活拠点であるユニットの食堂で食事をとる。ユニット

表 1　調査対象施設概要

図 1　施設別にみた食事時間の流れ(上から昼・夜)

キーワード：特別養護老人ホーム，ユニットケア，

グループホーム，ケアハウス，食事場面

の台所で食事は作られる。自ら、または声がけによっ

て食堂に集まり、テレビ等を見ながら食事を待つ。ス

タッフから台拭きや配膳を頼まれ手伝う人もいる。

　グループホームもユニットケアと同様に調理から

ホームの台所で行われる。食事時に自ら食堂へ来てス

タッフの手伝いをしたり、テレビ等を見ながら食事が

始まる。食事中は会話が絶えない。下膳はほとんどの

入居者が自分で行い、スタッフに頼まれて洗い物を手

伝う人もいる。食事中だけではなくて、食事前後の行

為をとおしてスタッフとの関わりがある。

　ケアハウスでは、食事時間になると各自で食堂に集

まり、食事配膳等を自ら行う。食事を終えると居室等

へ戻る。一部入居者は自室で食事をとる。配膳時には

入居者同士で挨拶が交わされ、賑やかである。

4　食事場面の展開と入居者とスタッフの関わり方

　特養では、介護行為といった業務的な関わりがほと

んどを占め、スタッフと全く関わりを持たない入居者

も存在している(図 2・場面 1）。また、食事中の人がい

る最中でも、入れ歯をとり洗面所に行く等、業務優先

の生活場面が展開している。

　ユニットケアでは台所で調理をしているスタッフの

様子を見ている入居者がいる。スタッフ数が少ないた

め入居者との直接的な関わりは多くないが、スタッフ

の様子を真近で感じることができる。スタッフも一緒

に食事を取るため、食事時にゆっくりとスタッフと関

わりを持つことが出来る(図 2・場面 2・3)。

　グループホームではスタッフ数も多く、スタッフが

食事を作りながらも、こまめに入居者とコミュニケー

ションをとる場面がみられた。入居者も積極的に食事

特別養護老人ホーム 特別養護老人ホーム グループホーム ケアハウス
従来型 ユニットケア型

所在地 石川県江沼郡 石川県江沼郡 宮城県川崎町 宮城県仙台市
開設 平成6年10月 平成16年4月 平成16年4月 平成12年4月
定員 50名 30名(10名×3) 18名(9名×2) 30名
空間構成 制限あり 家具持込可 家具持込可 家具持込可
居室構成 4人部屋・2人部屋 全室個室 全室個室 全室個室
食堂形態 食堂 台所付き食堂 台所付き食堂 台所付き食堂
食事提供 調理室 食堂内台所 食堂内台所 調理室

(配膳車で運ばれてくる) (配膳車で運ばれてくる)

食事を作る人 スタッフ スタッフ・一部入居者 スタッフ・一部入居者 スタッフ

食堂面積 198㎡ 60.4㎡ 43.7㎡ 128㎡
調査実施日 2004年10月9日 2004年10月8日 2004年9月13日 2004年9月21日
調査時間

朝；7:00～9:00 朝；7:00～8:50 朝；7:00～8:50 朝；7:00～8:50

昼；11:40～13:20 昼；11:30～13:00 昼；10:20～2:00 昼；11:30～13:00

夜；17:50～19:50 夜；17:10～18:30 夜；15:50～18:40 夜；17:00～18:30

対象者数 30名 8名 9名 30名
平均要介護度 4.1 2.4 3.0 なし
最大スタッフ数 9名 3名 5名 4名

（食事の準備
～最後の1人
が食べ終える
まで）
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特養 配膳 片付け 口腔ケア 食事介助

食事中
ユニットケア 食事準備 スタッフも一緒に食事 食器片付け 台拭き手伝い

食事中
グループホーム 食事作り 配膳 片付け 食器洗い

食事作り手伝い スタッフも一緒に食事
食事中
ケアハウス 配膳 片付け 居室等へ戻る

食事中

15 16 17 18 19 20
特養 配膳 片付け 口腔ケア 食事介助

食事中
ユニットケア 食事作り手伝い 配膳 スタッフも一緒に食事 食器片付け

食事作り テーブル拭き
食事中
グループホーム 食事作り 配膳 片付け

食器拭き手伝い
食事中
ケアハウス 配膳 片付け 配膳車の整頓 入居者がカーテンを閉める

食事中



11時25分

『○○ちゃんおめめ開けてね』

『ハイ』話かける

寝てる

野菜切りをする

正座している

スタッフを見ている

テレビを見たり

起きたり

12時15分

外を眺めている

黙々と食べている

テレビのニュース
について話している

『醤油が欲しい』
と言ってスタッフに持ってきてもらう

穏やかな様子で話す

寝てる

起こして食事介助

洗面所に行く

走って戻ってくる

おしぼりをたたみ始める

介助手伝い

口の中の消毒後、

部屋等へ連れて行く

12時35分

テーブルの上の花について話す

12時15分

世間話をしている
話込んでいる

食器片付け

食器片付け

食器片付け 食器片付け

11時55分

炒め物をしている

盛り付けをしている
テレビを見ている
辺りを見回したりする

スタッフの様子を見ている

テレビを見ている

12時20分

スタッフも一緒に食事をする
賑やかになる

黙々とご飯を食べる

声がけをして薬を飲ませてあげる
『はい、どうぞ』

1ｍ 5ｍ 10ｍ

場面　1 場面 4

場面　5

場面　2

場面 3

場面　6

　     　　 　　　　　　　 　 　 　 　 　 　　

図 2　4施設の食事場面事例

食事の途中で眠っている入居

者がいる。会話をしている入

居者は継続的に話をしてい

て、この人達は比較的自立し

ていて歩き回ったりする事が

可能であり、周りに関心を

持っている。食堂内に敷かれ

た畳スペースには、スタッフ

に横にしてもらった入居者が

寝ている。食事介助をするス

タッフ間の関係をみると、き

わめて業務的である。スタッ

フの動きは常にせわしく、食

事介助が終わると、また他の

入居者の食事介助へと急いで

行く。スタッフは介助におわ

れ入居者とゆっくりかかわる

時間がとれない。

入居者は、味付けや野菜を切ったり

するなどの手伝いをしている。ス

タッフ間では調理の方法やシフ

トについて、または世間話等楽

しそうに 会話をしている。ス

タッフ間の関係が、明るく穏や

かな雰囲気を作り出している。

廊下に正座している入居者にス

タッフが『○○さん、椅子に座っ

たら』と言うが、入居者はそのま

まである。

スタッフも一緒に食事をとっている

場面である。スタッフは席につ

くとスタッフ同士で話はじめ賑

やかになる。入居者に対しては

スタッフからの積極的な声がけ

などの関わりがもたれている。

テレビがついていることで、テ

レビの内容がよく話題に上り、

スタッフは常に笑顔で話してい

る。

入居者が食事している時に、ス

タッフが食堂に入ってきたが、献

立を見た後は軽く軽く声がけをし

た後、すぐに去っていく。この場面

はほとんどの入居者が継続的な会

話をしている場面である。会話を

していない人は食器片付けのため

席を立つ際に近くの入居者に軽く

挨拶をしていく。入居者の会話の

内容は施設内のことだけに限られ

ず、施設外の世間話にも及ぶ。ある

人は食器を片付けた後に、自分の

使った湯飲みや台拭等を洗ってタ

オル掛けに干すなど主体的行為も

行われている。各テーブルの座席

は自然と決まったものであり、仲

良し同士が座っている。一人当た

りの食事の時間は、他施設と比べ

ても短く、食べるためだけに食堂

に来る人もいれば、食事の前後で

仲間と会話して過ごす人もいる。

話をしている入居者は、男子

便所や女子便所の事、病院に

いたときの話等を淡々として

いる。食堂内にはスタッフが

一人しかいないので、入居者

を気に掛けているものの、全

体に密接なコミュニケーショ

ンは行き届いていない。立っ

ている入居者は辺りを見回し

ている。

スタッフも一緒に食事を食べ

るている場面である。スタッ

フと入居者との間には水平的

的な関係のなかでのやりとり

で、親しみのある話がされて

いる。スタッフが座っている

席は賑やかで、スタッフがコ

ミュニケーションのきっかけ

となっている。スタッフがい

ないテーブルの人は黙々と食

べている。

作りを手伝う(図 2・場面 4）。

　ケアハウスではスタッフとの関わりは声がけ程度の

最低限のもので、入居者の主体性が尊重されている。

5　食事場面からみた食事空間の質

　(図 2)より、特養の食堂は広いホール空間で、30人

以上が一同に集まる。食堂の隅にはベッドが置かれて

いる。グループホームは特養の食堂の約半分の広さ

で、自立度が低くても壁や家具をつたって歩けるよう

な広さである。また、台所がすぐ目に入りスタッフの

食事作りの様子が見えるため食器片付けや手伝い、コ

ミュニケーションがとりやすい。ユニットケアも同様

な空間となっている。ケアハウスはテーブル配置が整

然とし、特養のような雑然さはない。利用人数は同じ

だが、空間利用の仕方が違うため雰囲気が異なる（場

面 1・6）。台所はあるが調理は厨房で行われるため使

われず、主体的行為によるお茶くみや台拭きに利用さ

れている。食堂は食べるため空間として機能している。

6　まとめ

　4つの高齢者居住施設の食事場面とそこでみられる行為

には大きな差異が見られた。空間としての相違、食事方式

の相違、介護の相違、入居者属性の相違といった様々な要

因からくるものであり、結果として食事そのもののあり方

を大きく変える結果となっている。これらの相違はそれぞ

れの施設が持っている性質を端的に示したものであり、食

事のあり方を考えることで、施設空間のあり方や介護のあ

り方を考える手がかりになるのではないかと考える。

特別養護老人ホーム（従来型） グループホーム

特別養護老人ホーム（ユニットケア） ケアハウス

グループホーム

特別養護老人ホーム（ユニットケア）


